
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
や
各

分
会
委
員
会
で
出
さ
れ
た

現
場
の
声
を
集
約
し
、
統

一
要
求
で
重
点
的
に
説
明

し
た
内
容
の
一
部
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
特
定
行
為
・
認
定
看
護

師
な
ど
の
有
資
格
者
が
専

従
と
し
て
活
動
す
る
た
め

の
定
数
増

特
定
行
為
・
認
定
看
護

師
な
ど
の
有
資
格
者
は
通

常
業
務
も
行
っ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
二
重
の
業
務

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
り
、
定
数
増
を

求
め
る
。

○
育
児
短
時
間
勤
務
等
が

い
る
場
合
に
他
の
職
員
の

負
担
と
な
ら
な
い
人
員
配

置
と
す
る
こ
と

勤
務
時
間
が
短
く
て
夜

勤
が
出
来
ず
に
他
の
職
員

の
負
担
が
生
じ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
勤
務
時

間
が
短
い
た
め
、
業
務
に

対
し
て
勤
務
時
間
に
不
足

が
生
じ
る
。
不
足
時
間
分

を
補
う
人
員
を
求
め
る
。

○
男
性
の
育
児
休
業
等
の

促
進
の
た
め
の
環
境
整
備

男
性
職
員
は
周
り
に
遠

慮
し
て
、
育
児
休
業
を
取

得
し
な
い
、
短
期
間
の
取

得
に
留
め
る
な
ど
の
状
況

が
あ
る
。

○
夜
勤
時
に
使
用
す
る
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
補
助

額
の
増
額

タ
ク
シ
ー
料
金
が
上
が
っ

て
い
る
が
、
看
護
師
の
夜

勤
時
の
タ
ク
シ
ー
補
助
金

額
は
、
組
合
で
調
べ
ら
れ

る
限
り
20
年
変
わ
っ
て
い

な
い
。
自
己
負
担
が
生
じ

な
い
場
所
に
住
ん
で
い
た

の
に
値
上
が
り
に
よ
っ
て

自
己
負
担
が
生
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
ま
た
夜
勤
時

の
手
当
額
よ
り
も
多
い
自

己
負
担
が
生
じ
る
な
ど
の

声
が
あ
る
。

○
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の

精
神
保
健
福
祉
士
の
夜
勤

時
に
深
夜
特
殊
業
務
手
当

の
支
給

令
和
５
年
か
ら
精
神
医

療
セ
ン
タ
ー
で
も
「
精
神

科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
」

の
当
番
を
夜
間
な
ど
に
担

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

業
務
は
、
精
神
保
健
福
祉

士
の
専
門
性
を
活
か
し
た

業
務
で
あ
り
、
夜
勤
を
行
っ

て
い
る
他
の
職
種
と
同
じ

と
考
え
る
。

○
催
奇
形
性
を
有
す
る
薬

剤
な
ど
を
調
整
す
る
際
の

特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

成
人
で
は
錠
剤
や
カ
プ

セ
ル
剤
で
服
用
す
る
薬
剤

を
小
児
セ
ン
タ
ー
で
は
粉

砕
や
脱
カ
プ
セ
ル
、
散
剤

す
る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。

曝
露
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
従
い
曝
露
の
軽
減
に
努

め
て
い
る
が
、
全
く
曝
露

し
な
い
と
言
い
う
こ
と
は

不
可
能
で
、
高
リ
ス
ク
薬

剤
の
調
剤
に
対
し
て
手
当

の
要
求
を
す
る
。

○
子
育
て
世
代
が
働
き
続

け
ら
れ
る
方
策
の
検
討

子
供
が
小
学
校
１
年
に

な
る
と
退
職
す
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
る
。
経
験

者
が
退
職
す
る
の
は
組
織

に
と
っ
て
損
失
で
あ
る
。
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10
月
13
日
、
病
院
事
業
庁
交
渉
を
行
い
、
「
令

和
６
年
度
当
初
予
算
計
画
に
関
す
る
要
求
書
」
を

病
院
事
業
庁
へ
提
出
し
、
統
一
要
求
の
趣
旨
説
明
、

各
分
会
か
ら
の
個
別
要
求
の
説
明
を
行
い
、
現
場

の
切
実
な
る
願
い
を
病
院
事
業
庁
へ
伝
え
ま
し
た
。

統
一
要
求
の
回
答
は
11
月
中
旬
、
個
別
要
求
の

回
答
は
１
月
下
旬
の
予
定
で
す
。

横井管理課長(左)に要求書を提出する安田執行委員長



○
感
染
症
病
棟
勤
務
者
に

感
染
症
患
者
対
応
手
当
の

支
給感

染
症
病
棟
で
は
、
結

核
や
水
痘
を
中
心
に
感
染

症
の
患
者
対
応
を
し
て
い

る
。
結
核
は
疑
い
か
ら
隔

離
し
て
個
人
防
護
服
を
着

用
し
て
対
応
し
て
お
り
、

個
人
防
護
服
の
着
用
に
は

「
大
量
発
汗
」
「
呼
吸
困

難
」
「
皮
膚
障
害
」
な
ど
、

著
し
く
不
快
か
つ
危
険
な

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

結
核
に
つ
い
て
は
、
指

定
病
院
へ
の
調
整
を
し
た

が
、
患
者
の
特
性
上
、
当

該
セ
ン
タ
ー
に
て
入
院
加

療
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

○
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
建
物
・

設
備
を
今
後
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
、
現
状
と

今
後
、
建
て
替
え
や
改
修

の
計
画
に
つ
い
て
、
組
合

員
へ
の
情
報
提
供

新
聞
記
事
に
て
建
て
替

え
の
調
査
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
が
、
情
報
が

あ
れ
ば
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

個
別
要
求
で
、
各
分
会

が
説
明
し
た
項
目
の
一
部

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
が
ん
セ
ン
タ
ー

・
育
児
短
時
間
等
の
不
足

時
間
対
応
と
し
て
看
護
師

10
名
の
補
充

不
足
時
間
の
計
算
に
は

外
来
な
ど
も
含
め
て
計
算

し
て
ほ
し
い
。

・有
料
個
室
病
棟
の
看
護

師
増
員

現
在
の
２
人
夜
勤
で
は
、

術
後
患
者
の
帰
室
対
応
に

看
護
師
１
人
つ
く
と
、
も

う
１
人
が
他
の
患
者
対
応

に
追
わ
れ
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ

ク
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
行
え

な
い
な
ど
安
全
管
理
上
の

問
題
も
あ
る
。
看
護
補
助

も
含
め
て
人
員
配
置
し
て

ほ
し
い
。

・
特
定
行
為
研
修
修
了
看

護
師
の
専
従
化

医
師
の
時
間
外
縮
減
や

タ
ス
ク
シ
ェ
ア
で
実
績
を

上
げ
て
い
る
の
で
、
専
従

の
定
数
を
要
求
す
る
。

・
ア
ル
バ
イ
ト
時
給
の
引

上
げ現

在
の
時
給
で
は
、
募

集
し
て
も
応
募
が
無
い
。

・
第
Ⅰ
相
治
験
実
施
体
制

の
強
化

・
感
染
症
関
連
検
査
に
対

応
す
る
た
め
臨
床
検
査
技

師
１
名
増
員

・
空
調
設
備
の
整
備

●
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー

・
Ａ
Ｃ
Ｔ
24
時
間
体
制
に

向
け
た
人
員
増

増
員
に
よ
り
Ａ
Ｃ
Ｔ
本

来
の
機
能
で
あ
る
24
時
間

３
６
５
日
体
制
を
実
現
し
、

ま
た
、
増
収
に
も
繋
が
る
。

・
東
１
病
棟
の
２
‐
３
‐

８
体
制
の
維
持

退
院
前
訪
問
や
学
校
訪

問
の
項
目
が
あ
り
、
訪
問

件
数
は
増
加
し
て
い
る
。

特
に
夕
方
に
訪
問
が
集
中

し
人
員
が
必
要
。
ま
た
、

準
夜
勤
帯
で
気
分
変
調
し

て
職
員
の
関
わ
り
を
必
要

と
す
る
患
者
も
多
く
人
員

が
必
要
な
状
態
で
あ
る
。

・
西
３
病
棟
の
３
‐
３
‐

８
体
制
の
定
数
化

当
初
は
ヘ
ル
パ
ー
が
深

夜
帯
に
出
勤
し
て
い
た
た

め
、
深
夜
勤
務
が
２
名
で

も
対
応
で
き
た
が
、
現
在

は
ヘ
ル
パ
ー
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
。
３
‐
３
‐
８

体
制
を
前
提
と
し
な
い
と

安
全
に
業
務
が
行
え
な
い
。

・
西
４
病
棟
の
３
‐
３
‐

８
体
制
の
定
数
化

今
は
２
‐
２
‐
８
の
17

名
だ
が
、
平
均
在
院
患
者

数
が
増
加
し
て
病
床
利
用

率
も
上
昇
し
て
い
る
。
病

床
利
用
率
は
約
50
％
か
ら

70
％
超
と
な
っ
て
い
る
。

１
人
が
休
憩
に
入
る
と
１

人
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
、
安
全
が
守
れ
な
い
。

・
デ
イ
ケ
ア
に
常
勤
看
護

師
を
２
名
ず
つ
配
置

現
在
の
定
数
は
第
１
デ

イ
ケ
ア
第
２
デ
イ
ケ
ア
各

１
名
だ
が
、
大
規
模
デ
イ

ケ
ア
を
２
か
所
運
営
す
る

上
で
、
看
護
師
４
名
配
置

が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

・
栄
養
士
を
正
規
２
名
と

非
常
勤
１
名
と
す
る
こ
と

・
検
査
科
職
員
を
２
名
と

す
る
こ
と

・
薬
剤
師
の
正
規
職
員
を

増
員
し
て
４
名
と
す
る
こ

と●
小
児
セ
ン
タ
ー

・
専
門
外
来
看
護
師
２
名

の
増
員

小
児
の
採
血
や
検
査
、

処
置
に
は
複
数
の
看
護
師

の
介
助
が
必
要
。
看
護
相

談
の
担
当
も
人
員
が
足
ら

ず
１
人
で
行
っ
て
い
る
が
、

患
者
１
人
に
か
け
ら
れ
る

時
間
が
限
ら
れ
、
ま
た
記

録
に
よ
る
残
業
も
多
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

か
ら
入
院
支
援
の
業
務
を

専
門
外
来
の
ス
タ
ッ
フ
が

入
院
支
援
の
専
従
看
護
師

と
協
働
し
て
い
る
が
、
少

な
い
人
員
か
ら
人
を
出
し

て
い
る
の
で
、
通
常
業
務

に
さ
ら
に
負
担
が
生
じ
て

い
る
。

・
臨
床
検
査
の
正
規
職
員

２
名
の
増
員
と
臨
時
職
員

１
名
確
保

中
央
検
査
部
に
超
音
波

検
査
室
が
組
織
さ
れ
た
が
、

人
員
２
名
配
置
条
件
で
進

め
ら
れ
た
が
全
く
配
置
さ

れ
て
い
な
い
。
今
ま
で
は

資
格
も
経
験
も
あ
る
検
査

技
師
を
臨
床
検
査
室
か
ら

補
完
し
て
き
た
が
、
技
師

が
転
勤
と
な
り
、
転
勤
し

た
技
師
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
派
遣
が
無
く
な

れ
ば
、
心
エ
コ
ー
検
査
が

で
き
な
く
な
り
診
療
に
支

障
を
き
た
す
。
収
益
面
で

損
失
が
出
る
だ
け
で
な
く
、

実
務
を
行
い
な
が
ら
次
世

代
を
育
て
る
た
め
に
は
２

名
の
増
員
が
必
要
。

・
非
常
勤
保
育
士
の
増
員

２
名５

病
棟
に
正
規
保
育
士

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
病

棟
で
の
保
育
活
動
の
ほ
か

に
、
治
療
に
関
わ
る
支
援

を
し
て
い
る
が
、
各
病
棟

１
名
で
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
民
間
で
は

低
年
齢
ほ
ど
保
育
士
の
配

置
を
増
や
す
仕
組
み
。

・
自
転
車
置
き
場
の
増
設

・
駐
車
場
の
増
設
や
改
善

・
外
来
エ
リ
ア
の
絨
毯
の

撤
去
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